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則
光
の
八
幡
神
社  

 
 
 
 
 

 
 

土
屋
氏
の
記
録
か
ら
八
幡
神
社
の
起
源
を
さ
ぐ
る 

字
則
光
の
山
裾
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。拝
殿
か
ら
石
段
を
登
っ
た

斜
面
に
本
殿
が
あ
る
。
津
島
神
社
を
併
祀
す
る
。
本
殿
は
沖
積
面
を
見

下
ろ
す
場
所
に
あ
る
。 

 

祭
神 

応
神
天
皇 

鎮
座
地 

美
濃
加
茂
市
下
米
田
町
則
光
五
〇
三
番
地 

 

由
緒
由
来 

 
 

神
社
庁
に
よ
る 

 

元
禄
二
年
八
月
創
建
の
棟
札
之
有
り
。
明
治
四
年
二
月
迄
氏
子
有
の

村
社
に
候
処
、
同
年
二
月
よ
り
郷
社
諏
訪
神
社
氏
子
合
併
せ
ら
れ
し
よ

り
、
以
来
無
格
社
と
す
。
本
殿
縦
一
間
三
寸
横
五
尺
三
寸
。
境
内
五
百

九
十
八
坪
。 

 

 

土
屋
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
永
禄
三
年
桶
狭
間
の
戦
い
に
お
い
て
、

今
川
義
元
の
家
臣
何
某
は
、
落
人
と
な
っ
て
尾
張
の
国
舩
橋
村
に
留
ま
り
、

数
年
間
修
行
者
と
な
り
て
、
諸
国
を
め
ぐ
り
終
わ
り
に
則
光
村
に
来
た

り
、
舩
橋
常
蔵
と
改
名
し
て
こ
の
地
に
居
住
す
。
こ
の
人
幼
少
の
頃
よ

り
「
応
神
天
皇
」
を
尊
崇
し
、
こ
の
像
を
常
に
身
に
着
け
て
、
護
身
と

し
て
身
の
安
全
を
祈
り
、
喜
び
て
則
光
村
字
中
林
に
祀
り
、
建
立
し
て

八
幡
神
社
と
す
」 

 
 

こ
の
記
録
か
ら
は
、
舩
橋
家
の
先
祖
は
今
川
家
に
仕
え
た
武
士
で
、

戦
い
に
負
け
て
尾
張
の
舩
橋
村
に
居
留
し
た
の
ち
、
美
濃
国
加
茂
郡
米

田
庄
則
光
村
に
移
動
し
定
住
し
た
。
こ
の
舩
橋
家
が
応
神
天
皇
「
土
屋

氏
は
本
田
和
気
命
・
譽
田
天
皇
（
ホ
ム
タ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
）
」
を
勧

請
し
、
八
幡
神
社
と
し
た
。
境
内
の
石
段
は
、
中
よ
り
下
が
四
十
、
上

が
三
十
七
と
記
さ
れ
、
元
文
二
年
に
、
則
光
氏
子
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た

と
い
う
。
明
治
八
年
に
清
友
の
天
神
社
を
合
祀
し
、
大
正
十
三
年
に
村

社
と
な
る
。
中
段
の
鳥
居
は
大
正
十
三
年
に
、
土
屋
家
出
身
の
川
辺
町

松
島
屋
矢
島
氏
等
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
と
あ
る
。 

＊
注 

愛
知
県
稲
沢
市
船
橋
町 

三
宅
川
中
流
の
蛇
行
部
右
岸
に
位
置
す
る
。
地
名
の
由
来
は
、
急
流
の
た
め
架
橋
で
き
ず
、
船
を
並
べ
て
橋
代

わ
り
に
し
た
こ
と
に
よ
る
か
。
【
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
に
よ
る
】
船
橋
と
は
、
小
牧
。
長
久
手
戦
で
も
犬
山
に
架
橋
さ
れ
た
と
あ
る
。
川
面

に
舟
を
並
べ
て
つ
な
ぎ
、
渡
河
す
る
施
設
で
あ
る
。 

 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


